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東京弥生講堂一条ホール 



土木計画学 50周年記念シンポジウム

東京大学弥生講堂一条ホール
2016年  9月 26日 (月 ) 10:00～18:00

第１部　 「辿る」 第 3部　 「描く」

第 2部　 「語らう」

基調講演：

  リサーチと実践　  
　　　　　　　 Moshe Ben-Akiva   （MIT 教授） 
委員長講演：

  これまでの土木計画学  - 土木学会 100 周年を超えて -　
　　　　　　　 屋井 鉄雄  （東京工業大学教授）
パネルディスカッション：
  社会の中での土木計画学のあり方
　　　　　　　 森 昌文  （国土交通省 技監）
　　　　　　　 中井 雅彦  （JR 東日本 常務取締役）
　　　　　　　 藤井 聡  （京都大学教授）
　　　　　　　 久保田 尚  （埼玉大学教授）

若手特命チーム ( 塚井･大西･山口･原 ) 企画

理論 - 実践の両輪をめざして
若手研究者ショートプレゼンテーション：

　　　　　　 原 祐輔（東北大学助教）
　　　　　　 塚井 誠人（広島大学准教授）
　　　　　　 大西 正光（京都大学准教授）
　　　　　　 山口 敬太（京都大学助教）
　　　　　　 力石 真（広島大学特任准教授）
　　　　　　 松田 曜子（長岡技科大学准教授）
　　　　　　 瀬谷 創（神戸大学准教授）

土木計画学の成果と課題　
　　　　　　　森地 茂（政策研究大学院大学教授）

戦略的まちづくりの時代　
　　　　　　　内藤 廣（建築家・東京大学名誉教授）

土木計画学を取り巻く環境と未来　
　　　　　　　小林 潔司（京都大学教授）

国際的視点と実践・リサーチ
　　　　　　　藤野 陽三（横浜国立大学上席特別教授）

10:00～12:15 15:40～17:50

13:30～15:20

パネルディスカッション：

　　　　　　 赤松 隆（東北大学教授）

　　　　　　 多々納 裕一（京都大学教授）

　　　　　　 上記プレゼンター

参加費無料　定員 300名　事前予約者優先

【主催】　土木計画学研究委員会
　　　　土木計画学 50周年記念事業実行委員会

※シンポジウム終了後　懇親会を開催

［東京大学農学部内，地下鉄南北線 東大前駅 徒歩 1分］

申込：土木学会HPより　www.jsce.or.jp/event/



INFRASTRUCTURE PLANNING AND MANAGEMENT

50TH ANNIVERSARY SYMPOSIUM

参加費無料　定員 300 名　事前予約者優先
申込：土木学会HP   www.jsce.or.jp/event/

【主催】　土木計画学研究委員会
　　　　土木計画学 50周年記念事業実行委員会

土木計画学 50周年記念シンポジウム

土木計画学の未来 ～理論に基づく実践、現場に根ざした理論～
企画趣旨

プログラム

50周年事業関連行事

　土木計画学研究委員会は、「土木技術者の活動範囲において、土木に関する計画の分野がきわめて重要なる事態に鑑み、土木計画
のあるべき姿、その問題点を検討し、あわせて計画に関する調査、研究を行うこと」を目的として昭和 41（1966）年に設立され、
今日に至っています。以降、社会基盤整備とその需要予測や費用便益分析、景観デザイン、まちづくりとその合意形成に関する活動
等の幅広い分野において、理念や方法・手順の研究とその社会実装としての実践を行ってきました。今年は土木計画学研究委員会が
設立されてから 50周年となる記念すべき節目となる年です。そこで、土木計画学 50周年を記念し、土木計画学の未来を考える 50
周年記念シンポジウムを開催致します。開催にあたって、土木計画学 50周年記念事業実行委員会（委員長 : 桑原雅夫、副委員長 : 久
保田尚）を設立し、「土木計画学の未来 ~理論に基づく実践、現場に根ざした理論 ~」をテーマとして、土木計画学の理論と実践のか

　第 1部：「辿る」
1984 年の土木学会論文集において招待論文を寄せられるなど、長年にわたって日本の土木計画学と関わりの深いマサチュー
セッツ工科大学の Ben-Akiva 教授を基調講演にお迎えし、土木学会の 100 年ビジョンとの関連性や社会の中での土木計画学の
役割・期待などについて議論することで、これまでの土木計画学の成果や社会の中で果たしてきた役割を辿ります。
　10:00 ～ 10:05　開会の辞　桑原雅夫（東北大学教授、土木計画学 50周年記念事業委員長）
　10:05 ～ 10:10　挨拶　田代民治（土木学会会長）
　10:10 ～ 10:50　基調講演：リサーチと実践　　　　　　 Moshe Ben-Akiva （MIT 教授）
　10:50 ～ 11:20　委員長講演：これまでの土木計画学 - 土木学会 100 周年を超えて -　 屋井 鉄雄（東京工業大学教授）
　11:30 ～ 12:15　社会の中での土木計画学のあり方
　　パネルディスカッション司会：久保田 尚（埼玉大学教授）
　　パネリスト：森 昌文（国土交通省 技監）
　　　　　　　　中井 雅彦（JR 東日本 常務取締役）
　　　　　　　　藤井 聡（京都大学教授）

　第 2部：「語らう」  
これまで土木計画学やその関連分野において、研究と実践の第一線で活躍されてきた先生方から優れた実践・研究を下支えし
てきた実践哲学について語って頂きます。4名の先生方の講演の中から、土木計画学のこれからを描くための輪郭を浮かび上
がらせます。
　13:30 ～ 13:55　土木計画学の成果と課題　　　　　　　森地 茂（政策研究大学院大学教授）
　13:55 ～ 14:20　戦略的まちづくりの時代　　　　　　　内藤 廣（建築家・東京大学名誉教授）
　14:30 ～ 14:55　土木計画学を取り巻く環境と未来　　　小林 潔司（京都大学教授）
　14:55 ～ 15:20　国際的視点と実践・リサーチ　　　　　藤野 陽三（横浜国立大学上席特別教授）

　第 3部：「描く」　　若手特命チーム企画
土木計画学の若手研究者が中心となって、理論に基づく実践と現場に根ざした理論の両輪を実現する土木計画学の未来を描き
ます。土木計画学の今日的課題と各研究者がもつ問題意識を共有するために、各研究者のこれまで /これからの研究を土木計
画学の理論と実践の 1つのかたちとして位置付け、これからの理論と実践の研究スタイルを模索します。そして、これからの
土木計画学が向かうべき方向性とそのためのアクションについて、パネルディスカッションの中でフロアとともに議論します。
　15:40 ～ 15:50　本セッションの企画意図と土木計画学の現状認識　若手特命チーム ( 塚井・大西・山口・原 )
　15:50 ～ 16:05　理論 - 実践の両輪をめざして　力石 真（広島大学特任准教授）
　16:05 ～ 16:20　理論 - 実践の両輪をめざして　松田 曜子（長岡技科大学准教授）
　16:20 ～ 16:35　理論 - 実践の両輪をめざして　瀬谷 創（神戸大学准教授）
　16:35 ～ 16:50　理論 - 実践の両輪をめざして 若手特命チーム
　　　　　　　　　　　　　　　　　　原 祐輔（東北大学助教）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　塚井 誠人（広島大学准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　大西 正光（京都大学准教授）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　山口 敬太（京都大学助教）
　16:50 ～ 17:50　パネルディスカッション
　　パネリスト：赤松 隆（東北大学教授）　　
　　　　　　　　多々納 裕一（京都大学教授）
　　　　　　　　上記プレゼンター
17:50 ～ 18:00　閉会の辞　屋井 鉄雄（土木計画学研究委員会委員長）
18:20 ～　懇親会＠弥生講堂アネックス
　　　　 　※申込フォームの通信欄に懇親会出欠予定をご記入ください

● 「土木計画学 50 年の研究成果  ‒実践とリサーチの観点から」
日時：2016 年 9月 9日 ( 金 ) 13:00-15:00 （土木学会全国大会）
場所：東北大学川内北キャンパス A 棟 201 教室

● 「パラダイムの展開 ‒実践と研究を接続する」（仮）
日時：2016 年 11 月 4日 ( 金 ) （土木計画学秋大会）
場所：長崎ブリックホール
　※ 詳細は土木計画学研究委員会HPをご覧ください

たちを辿り、語り合い、描くことで、土木計画学のこれからを皆様とともに考える機会とします。
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Smart Mobility: Optimization and Behavioral Modeling  
                                 Moshe Ben-Akiva
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Smart Mobility: Optimization and Behavioral Modeling 
Moshe E. Ben-Akiva
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Prof. Moshe E. Ben-Akiva 
  Massachusetts Institute of Technology 
  Edmund K. Turner Professor of Civil and 
  Environmental Engineering 

Smart Mobility:  
Optimization and Behavioral Modeling 

Moshe Ben-Akiva is the Edmund K. Turner Professor of Civil and Environmental 
Engineering at the Massachusetts Institute of Technology (MIT), and Director of the 
MIT Intelligent Transportation Systems (ITS) Lab. He holds a PhD degree in 
Transportation Systems from MIT and honorary degrees from the University of the 
Aegean, the Universit  Lumi re Lyon, the Royal Institute of Technology (KTH), and 
the University of Antwerp. His awards include the Lifetime Achievement Award of the 
International Association for Travel Behavior Research, the Jules Dupuit prize from the 
World Conference on Transport Research Society (WCTRS), and the Institute of 
Electrical and Electronics Engineers (IEEE) ITS Society Outstanding Application 
Award for DynaMIT, a mesoscopic simulator with algorithms for dynamic traffic 
assignment, traffic predictions and travel information and guidance. Ben-Akiva has 
coauthored two books, including the textbook Discrete Choice Analysis, published by 
MIT Press, and over 200 papers in refereed journals or conference proceedings. He has 
been a member of over three dozen various scientific committees, advisory boards, and 
editorial boards. He has worked as a consultant in industries such as transportation, 
energy, telecommunications, financial services and marketing for a number of private 
and public organizations, including Hague Consulting Group, RAND Europe, 
ChoiceStream and Cambridge Systematics, where he was previously a Senior Principal 
and member of the Board of Directors. 
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OFFER
Offer: 
taxi:              DT: 8:25/AT: 8:45, $20 
shared-taxi:  DT: 8:27/AT: 8:57, $10 

 as the 4th passenger 
mini-bus:      DT: 8:14/AT: 8:59, $5 

 as the 6th passenger 

REQUEST

Request: 
 Origin: A, Destination: B 
 Preferred Departure Time: 8:00   8:30 
 / Preferred Arrival Time: 8:45   9:00 

FMOD 
Server 

Optimization 
and 

Preferences CHOOSE
Choice: 
service: shared-taxi  
DT: 8:27/AT: 8:57, $10

DemandSupply

Traveler

Maximizing 
profit/welfare
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Bus MRT Taxi Private Vehicles Autonomous MOD

Bus MRT   Taxi   Private vehicles
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State Prediction

Supply
Simulator

Demand
Simulator

Simulated
User Optimization

State Estimation

System 
Optimizer

Energy Estimation

Supply
Simulator

Demand
Simulator

Simulated
User Optimization

Energy Estimation

Real Time Data
Historical Database
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41 1966 8

10

20 30

10 20

30

1967.1

2 1967.11

3 1969.11

2

4 1970.6

5 1971.8

6  ; 2 + 1972.7

7  : 1973.8

8  : 1974.6

9 1975.7

10 10 " : 1976.6

www.jsce.or.jp/committee/ip/50years/IP_Sympo_10_1976.pdf

11  : 1977.6

12 1978.6

13 1979.10

14 1980.11

15 1982.5

16 1983.5

17 1983.6

18 1984.7

19 1985.12

20 : 20 1986.6

www.jsce.or.jp/committee/ip/50years/IP_Sympo_20_1986.pdf

21 1987.6

22 1988.7

23 1989.11

24 1991.1

25 1991.10
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26  : 1992.10

27 1993.11

28 1994.10

29  : 1995.11

30 30 1996.10

www.jsce.or.jp/committee/ip/50years/IP_Sympo_30_1996.pdf

31-32 1997.9

33 ?! : 

1997.11

34 1998.11

35 TDM  1999.10

36 2000.7

37 ITS 2001.5

38 2001.9

1993.12

2 1994.4

3 1994.12

4 1994.12

5 1995.6

6 1995.9

7 1995.10

8 1996.11

9 1997.6

10 1997.7

11 1997.7

12 1997.12

13 TDM 1998.3

14 1999.4

15 1998.6

16 1999.11

17 ITS 1999.11

18  ITS- 2000.1

19 2000.4

20 - - 2000.8

21 2000.10

22 ITS 2 2000.12

23  ITS- 2 2001.1

24 2001.2

25 2001.3

26 2001.7

27 2001.12

28 2002.3

29  ITS 2002.3

30 ITS 2002.10

31 - - 2002.11

32 2003.3
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33  ITS 2 2003.3

34 2003.3

35 - - 2003.5

36 2003.6

37  ITS 2003.12

38 2003.12

39 TDM 2004.1

40   ITS 2004.3

41  ITS 2004.5

42  AHP 2004.12

43 IT 2005.3

44 2005.6

45 2005.9

46 2005.9

47 2005.11

48 2007.4

49 2007.10

50 2008.4

51 2008.5

52 - - 2008.5

53 2009.3

54 2009.3

55 2009.3

56 2010.5

57 2010.6

58 59 2010.6

60 2010.8

61 2010.10

62 2010.11

63 2011.12

64 2012.3

65 in 2012.2

66 2012.8

67 2012.12

68 2014.3

69 2014.3

70 2014.3

71 2015.1

72 2015.1

73 20 2015.1

74 2015.3

75

2015.3

76 2015.3

77 2016.1

78 2016.2

79  International Seminar on Transportation in Developing Countries 2016.6
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